
    
      
        
      
    

  



[image: ]







こぐまのクーク物もの語がたり




空そらのピクニック








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　空そらに ぷっちん







　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　じけんは、こぐまのクークの、

　一ひと言ことから始はじまった。

「あれ？　空そらに、ぷっちんって、丸まるいもの！」
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　いっしょに遊あそんでいた、こぎつねのゲンゲンと、

　こうさぎのサーハも、空そらを見み上あげた。

　真まっ青さおな空そらに、小ちいさく見みえる丸まるいものは、

　少すこしずつ少すこしずつ、動うごいている。

「なんだ、あれ」

「ぷっちんが、近ちかづいてくるみたい」

「みたいじゃなくて、ほんとに近ちかづいてきてるわ」

　じっと見みていると、色いろも形かたちも、はっきりしてきた。

　赤あかや黄き色いろの、あざやかなもようの丸まるいものが、

　空そらにうかんで、近ちかづいてくる。

「うわあ、風ふう船せんの大おおきいのかな」

「こっちに向むかってくるぞ」

「えーっ、どうしよう」
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「あぶないかも」

「いいか。あわてるな、あわてるな」

　と、ゲンゲンは言いいながら、

　しっぽを、ばたばたさせた。

「かごが、ぶらさがってるよ」

「だれか、のってるみたい」

「かくれろ！」

　ゲンゲンの声こえに、

　みんな、あわてて草くさむらにとびこんだ。

　そして、空そらを見み上あげると、

「悪わるいやつらかもしれない」

　と、ゲンゲンが言いいだした。

「見みつかったら、つかまっちゃう？」

「どうしよう」

　きんちょうして見みていると、

　その丸まるいものは、すーっと、

　下おりてきて、着ちゃく地ちした。
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　クークたちが遊あそんでいた野の原はらのまん中なか。

　かごの中なかで、だれかが動うごいているのが見みえた。

「あれ？　おれとおんなじ、きつねだぞ。

　だけど、サングラスかけて、

　ますますあやしいぞ」

「そうね、ようすをうかがってるみたいに、

　きょろきょろしてるわ」

　サーハの耳みみが、ぴんと立たった。

　しばらくすると、風ふう船せんみたいなものが、

　少すこし、しぼんできた。

　あやしいきつねは、かごからおりてきた。

　ぐるっと、まわりを見みわたして、

　ロープを引ひっぱって、

　しぼみかけた風ふう船せんのようなものを、

　横よこにたおすと、どこかへ行いってしまった。

「いなくなったぞ。へんだ、へんだ」

「どうしよう」

「あのかごの中なか、のぞいてみるか」

「あぶないわ、なにかいるかもしれない」

「なにかってなあに？」

　クークが聞きくと、

「ヘビがいっぱいいるかもな」

　ゲンゲンが、おどかすように言いった。
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　クークは、ヘビが大だいきらい。

　考かんがえただけでも、せすじが、ざわざわした。

　サーハとゲンゲンは、かごに向むかった。

　クークは、しかたなく、後うしろからついていく。

　かごに近ちかづくと、みんなどきどき、どきどき。

　そっと、のぞいて見みる。
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「だれもいないね」

「だれかをつれてくるかもしれないわ」

「そっか。あやしいヤツは、

　あやしいヤツをつれてくるもんだ」

　ゲンゲンは、言いいながらうなずいた。

　いろいろなことを、そうぞうしながら、

　そのまわりを、うろうろした。

　そのうち、遠とおくから話はなし声ごえ。

「もどってきたわ」

「かくれろ！」

　みんないっせいに、かごの後うしろにかくれた。

　だんだん、声こえが近ちかづいてくる。

「あれ？　どっかで聞きいた声こえ」

　と、みんなが、つぶやいた。

「あーっ」

　ゲンゲンがさけんで、顔かおを出だした。
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「父とうちゃん？　母かあちゃん？」

「なんだ、ゲンゲンか」

　ほっとして、クークもサーハも顔かおを出だした。

「あれあれ、みんなここで、なにしてる？」

「あ、あの、あやしいヤツが、

　来きたと思おもったから、調しらべにきた」

「あははは、ゲンゲン！

　しんせきのお兄にいちゃんだよ。

　ゲンゲンの、いとこ」

　ゲンゲンの母かあさんがわらいながら、

　説せつ明めいしてくれた。

　きつねのお兄にいさんは、低ひくい声こえで言いった。
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「ぼくは、ニサッタ・ノチウ。

　ニサッタとよんでくれ」

「おれ、ゲンゲン」

　いつになく、きんちょうしたゲンゲンの声こえ。

「ぼくは、クーク」

「わたし、サーハです」

「おれのいとこだって。

　なんか、かっこいいかもしれない」
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　ゲンゲンが、小ちいさな声こえで言った。

「う、うん。でも、こわそう」

　クークは、ぼそっと言いった。

「何なん年ねんぶりかな。だけど、

　ニサッタらしい登とう場じょうのしかただな。

　空そらから、まい下おりてきたんだから。

　ニサッタには、いつもおどろかされる」

　ゲンゲンの父とうさんは、とてもうれしそう。

「ニサッタは、カメラマンなんだよ。

　それがまあ、気き球きゅうのパイロットにもなったんだねぇ。

　そうそう、ニサッタは、船ふねにものるし、

　山やまにも登のぼるし」
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　ゲンゲンの母かあさんも、にこにこしながら言いうと、

「まあ、そんなかんじですねぇ」

　と、ニサッタは、うなずく。

「ゲンゲンたちも、気き球きゅうをかたづけるのを手て伝つだってくれるかな」

　みんな、よろこんで、手て伝つだった。

　手て伝つだいながら、ゲンゲンの父とうさんと母かあさんは、

　しゃべりっぱなし。

　ニサッタは、ゆるやかに、あいづちをうったり、

　一ひと言こと、一ひと言こと、ゆっくり話はなす。

「サングラスは、にあうし、

　おしゃべりじゃないし、

　やっぱり、かっこいいなあ」

　ゲンゲンは、つぶやいた。
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　ニサッタは、しばらくゲンゲンの家いえに、

　とまることになった。

　ゲンゲンは、うれしくて、ぴょんぴょんはねる。




　クークは、走はしって、家いえに帰かえった。

　クークの家いえは、『森もりのキッチン』というレストラン。

　早はやく、父とうさんと母かあさんに教おしえたくて、

　まどの外そとから、店みせの中なかをのぞいた。

　まだ、お客きゃくさんがいたから、

　そっと、入はいって、

「父とうさん、あのね、あのね」
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　ニサッタのこと、気き球きゅうのことを話はなした。

　父とうさんは、アップルパイを切きりながら、

「それは、すばらしいな」

「母かあさん、あのね、あのね」

　クークが話はなすと、

　母かあさんは、食しょっ器きをふきながら、

「まあ、ゲンゲンのいとこちゃんね。

　よかったわねぇ」
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　クークは、もっと、話はなしたかったけれど、

　ごはんの時ときまで、がまんすることにして、

　自じ分ぶんの部へ屋やに入はいった。

　ごろんと、ベッドの上うえにねころんだ。

「ニサッタって、勇ゆう気きがあるなあ。

　ぼく、ひとりで気き球きゅうなんかのれないよ」







　　まねを したくて







　今日きょうのお昼ひるごはんは、クルミとレーズンのパン。サラダ。

　ふかした、たっぷりのじゃがいもに、バター。
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「なにを飲のもうかしら」

　台だい所どころで、クークの母かあさんが、こう茶ちゃと、

　コーヒーのかんを持もって、まよっていた。

[image: ]「そうだ、〝大人おとなのココア〟を作つくろう」

　父とうさんは、急きゅうに思おもいたって、台だい所どころへ来きた。

「まあ、いいわね」
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　母かあさんは、さっそく、ココア用ようのカップをならべた。

　父とうさんは、少すこしのミルクで、

　ココアをといて、なべに入いれた。

　それから、さとう、ミルクをたして、

　いっしょにまぜた。

　にたたせないように、しずかにまぜて、

　バニラエッセンスを、一いってきたらした。

「次つぎは、味あじの決きめ手てに、しおをひとつまみ」

「へえ」

　ゆっくり、にとかして、クーク用ようのカップに入いれた。

「これ、大人おとなのココア？」

「まあ、半はん分ぶん、大人おとなのココアかな」

「そうなの？」

「父とうさんと母かあさんは、ほんとの大人おとなのココア」

　と言いって、ブランデーを少すこし入いれた。

　深ふかいコクと、いいかおりの、ミルクだけで作つくったココア。
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「父とうさん。ぼくのは、半はん分ぶんだけ大人おとなのココアでしょ。

　でも、すごくおいしい。ぼくには、

　おさけ入はいってなくても、大人おとなのココアだよ」




　お昼ひるごはんを食たべおわると、

　クークは、『とり沼ぬま』へ遊あそびに行いった。

　とり沼ぬまの水みずは、わき水みずだから、いつでもおいしい。

　すくって、飲のんでいると、

　ゲンゲンとサーハがやって来きた。
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「おれな。ニサッタに教おしえてもらったぞ。

　あの気き球きゅうは、熱ねつ気き球きゅうっていうんだ。

　それからな、かごのことは、ゴンドラっていうんだ。

　風ふう船せんみたいな、でっかいのは、球きゅう皮ひっていうんだ。

　あれはな、二に十じゅうメートルもあるんだぞ」

「すごーい、ゲンゲン」

「まあな、なにかわからないことがあったら、

　教おしえてやるぞ」

「ニサッタは、どこにいるの？」

「わからん。朝あさ早はやく、カメラ持もって、どっかに行いったって。

　えーと、えーと、母かあちゃんに言いわれた。

　ニサッタは、写しゃ真しんをとるのが仕し事ごとだから、

　じゃまするなってさ。

　勝かっ手てにくっついていったりするなって、

　きつく言いわれたぞ」
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「うん。わかった。じゃましないよ」

　クークが言いうと、サーハもうなずいた。

「わかったわ、じゃましないでおこうね」

　みんなで、とり沼ぬまへ、行いった。

　むらさきの小ちいさなフデリンドウ。

　白しろい小ちいさなヒメイチゲや、ニリンソウ。

　あっちにも、こっちにも。
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　木この葉はが、枝えだをおおいつくすまでの短みじかい春はる。

　今いまのうちにと、春はるの日ひざしを、いっぱい受うけたくて、

　明あかるい林はやしに、われさきにと、花はながさく。

　木この葉はにじゃまされずに、空そらを遊あそぶキビタキや、

　カワセミに会あえるから、

　クークたちも、うれしくなってしまう。

　とり沼ぬまのふちを歩あるいていると、ニサッタがいた。

　首くびからカメラを下さげて、じっとしている。

「ニサッタ、なにしてるの？」
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　ニサッタは、ちらりと、クークたちを見みて、

　また、とり沼ぬまへ目めをうつした。

「見みてのとおり、たたずんでいる」
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「たたずんでいるのと、

　立たっているのと、ちがうの？」

　クークが、そっとサーハに聞きいた。

「立たってるふんいきが、

　ただ立たってるのと、ちがうんだと思おもうわ」

　みんなで、どこがちがうのか、かんさつした。

　でも、わからない。

　ゲンゲンが、大おおきな声こえで、

「ニサッタ、たたずんでいるのと、

　立たってるのと、どこがちがうんだ？」

　ニサッタは、めんどうくさそうに、一ひと言こと言いった。

「この沼ぬまに、われありということだ」

「え？　よけい、わかんないぞ」

「ニサッタが、とり沼ぬまにいるってことでしょ？」

「それがどうしたっていうんだ？

　おれたちだって、いるぞ」

　ニサッタに、聞きこえたらしい。

「ここにいる、ぼくのそんざいが、

　とり沼ぬまにとけこんで、

　ひとつの景け色しきになっているということだ」

「ほう！」

[image: ]

　みんな、思おもわずためいきが出でた。

「ぼくも、たたずもうっと」

「おれも」

「わたしも」

「どうやって、たたずむの？」

「おれ、わかるぞ。ちょっと、かっこつけるんだ」

「〝ものおもいにふける〟って、感かんじかしら」

　それぞれのたたずみ方かたで、とり沼ぬまの

　まわりには、クーク、ゲンゲン、サーハ、

　ニサッタが、ならんだ。
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　すると、ニサッタは、すっと歩あるきはじめた。

「あれ？　たたずむのやめたのか？」

　ゲンゲンが聞きくと、

　ニサッタは、ふりむきもせず、言いった。

「たたずむのは、ひとりだから、絵えになる」

「ほうっ！」

　みんな、うなずいて、なっとく。

　ニサッタは、『フクロウの森もり』へ入はいっていく。

　みんなは、そっとそっと、

　後うしろから、くっついていく。

　ニサッタは、木きや花はな、ひとつひとつに、

　まるで、話はなしかけているように、ながめながら歩あるく。
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　ときおり、カメラのシャッターをおす。

「いつも、自し然ぜんに教おしえられる……」

　ニサッタが、つぶやく。

「おい、聞きいたか？

　自し然ぜんに教おしえられるんだぞ。

　なんか、言いうことがちがうなあ」

「ニサッタって詩し人じんね。

　いつもなにか、考かんがえてる」

「そういえば、家いえでも、

　べらべらしゃべんないぞ」

「ゲンゲンの家いえのみんなって、

　いつも、しゃべりつづけてる」

　クークが言いうと、サーハも、くすっとわらった。

　ニサッタは、クークたちには、話はなしかけもせず、

　森もりの中なかを歩あるき、立たちどまる。

　フデリンドウを見みつけると、

　また、カメラのシャッターをおす。
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　じっと見みつめて、

「このすばらしさを、たとえる言こと葉ばが少すくないな」

　と、ささやく。

「きれいだけじゃ、言こと葉ばたりないのかな」

　ゲンゲンは、首くびをかしげる。

　ニサッタは、ごろんとねころんで、

　空そらを見み上あげた。

　ゲンゲンも、サーハも、クークも、

　となりに、ごろんとねころんで、まねをする。

[image: ]

　クークたちは、ニサッタのまねをしたくてたまらない。

　ニサッタの言こと葉ばを聞ききたくてたまらない。

　はじめは、くっついてきて、

　まねをするクークたちに、

　めんどうな顔かおをしたニサッタも、

　あきらめたように、なんにも言いわない。

　目めをつむって、鳥とりの声こえを聞きき、

　風かぜにゆれる、葉はずれの音おとを聞きく。

　そのうち、くうくうと、ねいきが聞きこえた。

　クークが、気き持もちよさそうに、ねむっている。

「自し然ぜんと向むきあう時ときは、

　考かんがえるのは、やめるんだ」

　ニサッタは、目めをつむったまま、つぶやいた。

「なんでだ？」

　ゲンゲンが、目めをつむったまま、聞きいた。

「自し然ぜんを深ふかく見みるためには、

　自じ分ぶんの心こころが、しずかであること……、

　つまり、そういうことだから」
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「なあんだ。おれいつも、考かんがえてないぞ」

「わたしも」

「そのままの心こころか……いいなあ。

　自し然ぜんが、体からだにしみこんでいる」

　ニサッタが、つぶやくと、

「むずかしいこと、わからないけど、

　森もりが、大だい好すき」

　サーハも、目めをつむって、つぶやいた。

「自し然ぜんを感かんじる心こころが、きみたちの毎まい日にちから、

　生うまれているんだよ。

　知ち識しきではない。

　体たい験けんに勝まさるものはない」

「ほうっ！」

　サーハとゲンゲンの声こえ。
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　クークは、くうくうと、ねいき。

　春はるにつつまれ、森もりにだかれて、

　クークたちの、やさしい時ときが流ながれていく。







　　カメラゲーム







　クークたちの楽たのしげなおしゃべり。

　木きの上うえでは、鳥とりたちがさかんに、さえずり、

　お日ひさまの光ひかりは、やさしく、緑みどりの草くさをつつんでいる。

　ニサッタも、クークたちといっしょにいることを、楽たのしむようになった。

　いつも、ひとりで行こう動どうして、口くち数かずも少すくないニサッタにとって、

　クークたちは、まわりに飛とびかう小こ鳥とりのように、

　うれしさを、倍ばいにした。

　ニサッタの、こどもの心こころが、よみがえってきた。

「『カメラゲーム』をしようか」

[image: ]

　ニサッタの言こと葉ばに、

「する！　どんなの？」

「ぼくは、カメラマン。

　みんなは、カメラになるんだ」

「おもしろそう！」

「カメラになったら、目めをつぶるんだよ。

　ぼくは、とりたいものを見みつけたら、

　カメラになった、きみたちの耳みみを、

　カシャッと言いいながら、引ひっぱるんだ。

　そうしたら、カメラのきみたちは、目めを開あけて、

　目めの前まえにあるものを、すばやく、よーく見みるんだ。

　ぼくは、また、カシャッと言いって、耳みみを引ひっぱる。

　そうしたら、きみたちカメラは、目めを閉とじる」

「おれ、いちばん先さきにやる！」
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　ゲンゲンは、やる気きまんまん。

「ゲンゲンの耳みみは、カメラのシャッターだ。

　目めを開あけている間あいだに、見みえたものを、

　心こころのフィルムに、写うつすんだよ」

「よし、わかったぞ」

　ニサッタは、目めをつむったゲンゲンの手てを引ひいて、

　ゆっくり歩あるきながら、写うつすものをさがした。

　クークと、サーハは、おもしろそうについてくる。

　木きのねもとに、アリが行いったり来きたりしているところを、

　ニサッタは、見みつけた。

　ニサッタは、ゲンゲンをすわらせ、

　顔かおを、木きのねもとに近ちかづけさせた。

　ゲンゲンの耳みみを引ひっぱる。
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「カシャッ」

　目めを開あけたゲンゲンは、

「うわぁ、すげぇ」

　と、声こえをあげた。

　目めにとびこんできた、木きのねもとに動うごくアリ。
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　ニサッタは、すぐに、また耳みみを引ひっぱった。

「カシャッ」

　ゲンゲンは、目めをつむった。

　木きと、一いっぴきのアリが、

　くっきりと心こころにやきついた。

「ゲンゲン、まだ目めを開あけちゃだめだよ」

「わかったぞ」

　また、手てをつないで、すわりやすい草くさむらに行いくと、

「目めを開あけていいよ」

　ニサッタは、バッグから紙かみとえんぴつを取とりだした。

「さあ、ゲンゲン、この紙かみに、

　さっき写うつしたものを、かいてごらん」

　ゲンゲンは、楽たのしそうに、

　心こころにやきついた画がぞうを、絵えにした。
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「いつも、アリや木きなんか見みてるのにな。

　カメラになって見みたのは、

　ぜんぜんちがう感かんじがしたぞ」

「どんなふうにちがうの？」

　クークが、ふしぎそうに聞きくと、

「うーん。頭あたまん中なかで、ずっと、わすれないような気きがする」

　ゲンゲンのかいた絵えは、心こころに写うつった写しゃ真しん。

　おどろきと、うれしさが、こもっていた。

「次つぎは、サーハカメラかな」

　ニサッタは、目めをつむったサーハを、

　花はなのさいているところで、すわらせた。

　テントウムシがとまっている花はなびらに、

　顔かおを近ちかづけさせ、サーハの耳みみを引ひっぱった。
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「カシャッ」

　サーハは、目めを開ひらく。

「わぁ！」

　うれしい声こえ。

「カシャッ」

　サーハは、しっかりと、心こころの中なかに、

　やきつけて、目めをつむった。

　そのまま、草くさむらへ行いくと、

　ニサッタに、紙かみをもらった。

　花はなびらと、テントウムシが、きれいに、

　サーハの心こころに残のこっていた。
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　一いっ気きにかきあげた絵え。

「すごい。サーハ、見みてかいたみたい」

「わたしも、この一いちまいの写しゃ真しん、心こころの中なかに残のこったわ」

「次つぎは、クークだよ」

　ニサッタは、目めをつむったクークを、木きの下したにつれていった。

「さあ、あおむけに、ねころんでごらん」

　ニサッタは、クークの耳みみを引ひっぱった。

「カシャッ」

[image: ]

　クークは、目めを開あけると、

「は～っ」

　と言いったまま、息いきをのんだ。

　目めの前まえに広ひろがる、木きのこずえと、

　木こもれ日びの中なかを、小こ鳥とりがおどるように、

　飛とび立たったしゅんかんだった。

　クークの心こころの写しゃ真しんができあがった。

　目めをつむったまま、草くさむらに行いくと、

　ニサッタに、紙かみをもらった。

「ふふっ。ゲンゲンの言いったとおりだよ。

　ぼく、ほんとに、いつも見みてる景け色しきなのに。

　なんだか、びっくりだよ」

　クークの絵えには、よろこびのしゅんかんが、

　写うつしだされた。
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　やわらかな草くさの上うえに、みんなですわると、

　ニサッタがまた、すてきなことを思おもいついた。

「『宝たからゲーム』をしよう！」

「するする！」

　みんな、なんにもわからないけれど、

　いっしょに遊あそべるから、大おおよろこび。

「ぼくは、宝たから物ものの番ばん人にんだ。これが宝たから物もの」

　ニサッタは、目めの前まえに、

　丸まるい石いしを、おいた。
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「ぼくは、今いまから目めかくしをする。

　みんなは、どろぼうだ。

　ぼくが、気きがつかないように、

　そっと、この宝たから物ものをとりにくるんだ」

「おもしろーい」

「いいかい？　どろぼうの足あし音おとが聞きこえたら、

　ぼくは、その方ほう向こうに向むかって、

　バン！　と、うつまねをするよ。

　それが、正ただしかったら、

　そのどろぼうは、もう動うごけない」

「わかったぞ」

「では、まず、〝しんぱん役やく〟だ。

　サーハがやって。ぼくが、まちがってたら、外はずれ！

　みごと命めい中ちゅうしたら、当あたり！　って、言いうんだよ」

「いいわ！」

「じゃあ、目めかくしをするよ」

　ニサッタは、ぎゅっと、目めかくしをした。
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「さあ、クークとゲンゲンは、ぼくのところから、

　三さん十じゅっ歩ぽはなれて、始はじめるんだ」

　クークたちは、一いち、二に、三さん……と、歩ほ数すうを数かぞえて、

　三さん十じゅっ歩ぽのところで、立たちどまる。

　サーハが、声こえをかけた。

「よーい、はじめ！」

　クークと、ゲンゲンは、宝たから物ものに向むかって、

　そっと、ぬき足あしさし足あししのび足あし。
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　ゲンゲンのしのび足あしは、

　とてもうまくて、まるで音おとがしない。

　クークは、そっとやっているつもりでも、なかなか、むずかしい。

　ニサッタは、耳みみをすませて聞きく。

　あたりは、しんとなって……、

　少すこしずつ、ゲンゲンと、クークが近ちかづいてくる。

　クークは、石いしみたいに、

　きんちょうして近ちかづいたので、

　よろっと、よろけてしまった。

　カサッと、音おとがした。

「バン！」
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　ニサッタは、クークめがけて、

　うつまねをする。

「当あたり！」

　サーハの声こえ。

　そのすきに、ゲンゲンは、もう一いっ歩ぽの所ところまで、

　たどりついたけれど、ゆだんして、

「バン！」

　と、やられてしまった。
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「ひゃあ、もうちょっとだったのにい」

　こんどは、番ばん人にんや、

　しんぱん役やくをかえて、何なん度どもやってみた。

　しずかに、しのびよっていくおもしろさ。

　ニサッタや、クークたちのわらい声ごえ。

　森もりの木き々ぎも、風かぜにふかれて遊あそんでいる。







　　気き球きゅうに のれるの？







「明日あした、気き球きゅうにのせてあげよう」

　と、ニサッタが言いったものだから、みんなたいへんなさわぎ。

　とびあがって、よろこんだ。

「気き球きゅうだぞ！」

「のれるんだ！」

「夢ゆめみたい！」

「夕ゆう方がたには、明日あしたのれるかどうか、わかるからね」

「のれないこともあるの？」

「そうだよ。風かぜがあればのれない。

　明日あしたの朝あさは、早はや起おきできるかな？」

「できる、できる！」
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「朝あさ、とぶの？」

「そうだよ。お日ひさまが、高たかく上のぼったら、

　風かぜが、不ふ安あん定ていになるんだ。

　だから、日ひの出でとともに、とぼう！」

「うん」

「ぼく、今日きょうは、すごく早はやくねようっと」

「わたしも、早はやくねるわ」

　みんな、うれしくて、家いえに帰かえってからも、

　そわそわ、そわそわ。




　夕ゆうごはんまでには、まだ、時じ間かんがあった。

　クークのおなかが、ぐうっとなっている。

　台だい所どころに行いってみた。

　テーブルの下したに、かごに入はいっているさつまいもを見みつけた。
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　きれいな、むらさき色いろのさつまいも。

　クークは、テーブルの下したにもぐりこんで、

　かごから、さつまいもを取とりだして、ならべてみた。

「どうして、おんなじ土つちの中なかで大おおきくなるのに、形かたちがちがうのかな」

　一いっ本ぽん一いっ本ぽん、ながめて、味あじを思おもいだした。

「これなんか、曲まがってるし、

　これなんか、ちっちゃいし、

　これなんか、太ふとってるし……」
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　父とうさんが、テーブルの下したをのぞいて、

[image: ]「クーク、さつまいものおやつを作つくろうか。

　きれいな形かたちのを、持もっておいで」

「うん！」

　父とうさんは、さつまいもを、きれいにあらってから、

　ラップにくるんで、レンジで、やわらかくした。

　やわらかくなったのをたしかめて、

　たて半はん分ぶんに切きりわけた。

「クーク、中なか身みを、スプーンで取とりだしてごらん」

「うん」

　クークは、中なか身みを取とりだして、ボウルに入いれた。

　父とうさんが、くりをつけているあまいシロップを、

　少すこしずつくわえていくと、クークが、まぜあわせた。
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「うわぁ、しっとりだよ」

「よし、じゃあ、さつまいもの皮かわの中なかにもどそう」

　クークは、ていねいに、中なか身みを皮かわの中なかに入いれた。

　小ちいさく切きったくりを、パラパラとのせて、できあがり。

　母かあさんが、れいぞうこから、

　生なまクリームを出だしてきた。

「かざるときれいよ」

　クークはよろこんで、スプーンでこんもり、

　生なまクリームをのせた。
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「父とうさん、この皮かわ、お船ふねみたい」

「そうだな。よし、〝さつまいものお船ふね〟という

　名な前まえにしよう」

「うん。ぴったり」

「さつまいものお船ふね、できあがり！」

「じゃあ、お茶ちゃにしましょう」

　ちょうど、その時とき、げんかんで、

　トントンと、音おとがした。

　ニサッタと、ゲンゲンの父とうさんだ。
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「ざんねんだけれど、明日あしたは、

　風かぜが強つよくなりそうだよ」

　クークは、がっかり。

「明後日あさっては、飛とべるといいなあ」

　ニサッタと、ゲンゲンの父とうさんも、

　いっしょに、お茶ちゃのひととき。

　みんなで、話はなしをしているうちに、クークの父とうさんも、

　気き球きゅうを飛とばす手て伝つだいをすることになった。

　次つぎの日ひの明あけ方がたは、ニサッタの言いったとおり、風かぜがふいていた。

　その次つぎの日ひは、一いち日にちじゅう、雨あめ。

　そのまた次つぎの日ひは、強つよい風かぜ。

　クークたちは、こんなに天てん気きが

　気きになったことはなかった。

　フクロウの森もりで、遊あそびながら、

　みんなは、いつもより、空そらを見みる。
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「朝あさは、風かぜがあったけど、今いまはない。

　こんなに天てん気きいいのにな。

　気き球きゅうって、びみょうなんだぞ。

　風かぜに、左さ右ゆうされるんだ」

　ゲンゲンは、うでぐみをしながら、

　むずかしい顔かおをした。

　とり沼ぬまへ行いくと、サーハは、

　切きりかぶにすわって、歌うたを歌うたいだした。
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　クークは、となりにすわった。

　風かぜにのって、すんだ声こえがひびく。

「サーハの歌うたは、すごくいい気き持もちになるね」

　クークは、うっとりと聞きいていた。

「天てん国ごくの母かあさんも歌うたが大だい好すきだったでしょ。

　父とうさんがね、サーハは母かあさんに、

　だんだんにてきたなあって。

　母かあさんににてるって言いわれると、うれしいの」

「ぼくも、サーハは母かあさんににてると思おもうよ。

　ぼく、おぼえてるんだ。

　森もりのおまつりで、

　サーハの母かあさんが歌うたってくれたの。

　すごく、上じょう手ずだった」
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「ありがとう」

「ぼくは、歌うたうと音おとが、外はずれるんだ。

　頭あたまの中なかでは、すごく上じょう手ずに歌うたえるんだけど、

　口くちに出だすと、なんかちがうんだよ。

　これって、父とうさんににたのかなあ」

「そうだな。クークは歌うた、下手へただよな」

　ゲンゲンも、うなずく。

　クークは、また思おもいだした。

「ぼく、にょろにょろしたもの、

　だめでしょ。ヘビとか。

　父とうさんも、小ちいさい時とき、だめだったんだって」

「へえ。ぜったい親おやのなにかは、こどもにつたわるんだな」

「だから、親おや子こなのね」

「ゲンゲンは、父とうさんや母かあさんと、どこがにてるの？」
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「えっ、えっ。おれか？

　おれが、かっこいいのは、どっちににたんだろう。

　つまり、父とうちゃんか、母かあちゃんのどっちかが、

　かっこいいってことになるよな」

「ゲンゲンって、母かあさんににてると思おもう」

「わたしも、そう思おもう」

「えっ、母かあちゃん？　こわいぞ」

「それは、ゲンゲンが、いつも、

　しかられることばっかりするからよ」
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「そっか。へへっ、母かあちゃんは、

　はくりょくあるからなあ。

　いいとこがにるのは、うれしいけど、

　にたくないとこが、にるのは、いやだな」

　クークもサーハも、うなずいた。




　その日ひの夕ゆう方がた。

　クークが、夕ゆうごはんを食たべていると、

　ニサッタが、やって来きた。

「お待またせしたね。明日あしたの朝あさ、

　だいじょうぶだよ」

「わあ、ついにのれるんだあ」

　クークは、大おおよろこび。
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　そのうち、だんだん、きんちょうしてきた。







　　ついに、気き球きゅうにのる







　いつもなら、ぐっすりねむっている時じ間かんなのに、

　クークは、むくっと、起おきた。

　外そとは、まだ暗くらい。

　顔かおをあらうと、頭あたまが、しゃきっとした。
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　父とうさんは、もう起おきていた。

　母かあさんは、ぐっすりねている。

　母かあさんを起おこさないように、

　クークと父とうさんは、そっと、家いえを出でた。
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「ぼく、こんなに早はや起おきしたの、はじめてだよ」

「そうだな。みんなも早はや起おきできたかなあ」

　気き球きゅうが飛とばせる野の原はらに集しゅう合ごうだ。

　クークは、なにか、

　とてつもないことが始はじまるみたいな、

　きんちょう感かんで、いっぱいだった。

「父とうさん、気き球きゅうって、こわくない？」

「ニサッタは、うでのいいパイロットだよ。

　だいじょうぶ、だいじょうぶ」

「うん。よかった。

　あのね、空そらの上うえから地ち球きゅうを見みるんだよ。

　それもさ、風かぜとか感かんじるんでしょ。すごいね」

「そうだな。ひこうきじゃ、

　いくら飛とんでも、

　風かぜは、感かんじないものなあ」

　野の原はらの上うえに着つくころには、

　みんなもう来きていた。
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「おはよう！

　今日きょうは、気き球きゅうびよりだよ」

　ニサッタは、小ちいさな風ふう船せんを空そらにとばした。

　風ふう船せんは、あっという間まに、

　ぐんぐん上のぼっていく。

「なんで、風ふう船せん、飛とばすんだ？」

　ニサッタは、風ふう船せんが飛とんでいく方ほう向こうを指ゆびさした。
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「ほら、あっちに飛とんでいくということは、

　風かぜが、あっちにふいているということ。

　だから、気き球きゅうもあっちに飛とぶんだよ」

「あっちは、ろくごうの森もりのほうだね」

　クークは、うれしくなった。

　東ひがしから、お日ひさまがのぼりはじめた。

「さあ、じゅんびをするか」




　ニサッタと、クークの父とうさん、ゲンゲンの父とうさんは、

　ふくろから球きゅう皮ひを取とりだして広ひろげた。

　ゴンドラを横よこにたおし、大おおきなせんぷうきで、

　球きゅう皮ひに向むかって風かぜを送おくる。

　少すこしふくらむと、ゴンドラに取とりつけたバーナーに、

　火ひをつけて、球きゅう皮ひのまん中なかめがけて、火ひをたく。

　ゴォーッと、音おとをたてて、火ひがふきだした。
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　中なかの空くう気きが、あたたかくなると、

　球きゅう皮ひは大おおきくなる。
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　むくむくと、起おきあがって、

　まっすぐ上うえに立たちあがった。

　みんなは、球きゅう皮ひのあまりの大おおきさに息いきをのんだ。

　クークは、急きゅうに、どきどきしてきた。

「気き球きゅうって、こんなに大おおきいんだね」

　下したから見みても、横よこから見みても、

　大おおきすぎて、あっとうされた。
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「植しょく物ぶつのつるであんだゴンドラのそこは、

　十じゅっセンチの厚あつさしかないんだよ」

「えーっ」

　クークたちは、びっくり。

「でも、じょうぶだから、心しん配ぱいないよ」

　クークの父とうさんが、ゴンドラに、

　ふくろを四よっつ取とりつけた。
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　クークは、ふくろを見みて、にんまり。

「父とうさん、わたあめだね」

「そう。せっかくだから、空そらにぴったりのおやつ！

　雲くもみたいな、ふわふわおやつ〝雲くものわたあめ〟さ」

「空そらのピクニックみたい！」

「わたし、しゃぼん玉だま持もってきたわ」

「空そらで、しゃぼん玉だまするの？　楽たのしみ！」

　クークと、サーハは、大おおよろこび。

「さあ、じゅんばんにのって」

　ニサッタは、先さきにクーク、

　次つぎにサーハをのせた。

「ゲンゲン！」

　ゲンゲンは、動うごこうとしない。

「ゲンゲン、どうした？　早はやくのるんだ」

「父とうちゃん、えっとぉ、えっとぉ……はらいたい」
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「ほんとか？」

「うそじゃない。あ、いたたた」

　ゲンゲンは、おなかをおさえた。そのうち、

「あたたたた！」

　頭あたまもおさえて、

「頭あたまと、おなかが、急きゅうにいたくて、おれ、まいったなあ」
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「ほんとは、こわいんじゃないのか？」

　ゲンゲンの父とうさんは、小ちいさな声こえで言いった。

「まさか。楽たのしみにしてたんだぞ。こわいわけないぞ」

「じゃあ、行いってこい。のれば、なおる」

「わ、わかった」







　　空そらのピクニック







　ゲンゲンの、ひきつった顔かおも、

　ちょっと、ふるえて、のりこんだのも、

　だあれも気きがつかない。

　ゲンゲンが、のったとたん、

　気き球きゅうは音おともなく、すっと上あがった。
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「あら？　ゲンゲンどうしたの？」

　気きがつくと、ゲンゲンは、下したを向むいたまま、うずくまっている。
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「ゲンゲン、ふるえてるよ。さむいの？」

　ゲンゲンは、首くびを横よこにふった。

「ゲンゲン、もしかして、こわいの？」

　ゲンゲンは、サーハをにらんだ。

「こわいわけないだろ」

「だったら、立たってみたら？」

「今いまは、立たちたくない」

「やっぱりこわいの？」

「じゃあ、立たってやるよ！」

　ゲンゲンは、立たとうとしても、立たてない。

「わぁ、ゲンゲン、こわいんだあ」

　クークは、ゲンゲンのせなかを、チョンと、つっついた。

「ふふふ。ぼくでも、だいじょうぶなのに」
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「クークみたいな弱よわ虫むしに言いわれると、

　あったまにくる。おい、クーク、

　下したにおりたら、ボコボコにしてやるからな」

「だって、ぼく本ほん当とうのこと言いってるよ」

「ゲンゲン、声こえがふるえてるわ」

「おれ、ぜったい立たってやる」

　ゲンゲンは、ふるえながら、おそるおそる立たちあがった。

「ひゃあ──っ」

　とさけんで、またすわりこむ。
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「ゲンゲンは、〝高こう所しょ恐きょう怖ふ症しょう〟だったのかあ」

　ニサッタは、ぼつりと言いった。

「なに？　それ」

　クークも、サーハも、はじめて聞きく言こと葉ば。

「高たかい所ところへ行いくと、こわくて動うごけなくなる」

「ふーん。こまったねぇ。ゲンゲン」

　クークは、ちらっと、ゲンゲンを見みる。

　ゲンゲンは、むうっとしたまま、うずくまっている。

「そうだ。おやつ、おやつ」

　クークは、わたあめの入はいったふくろを、ひとつずつわたした。

　わりばしにくっついている、ふわふわのわたあめ。

「父とうさんがね、こまった時ときは、まず、なにかを食たべて、

　考かんがえようって言いうよ。ゲンゲンも、こまってるから、

　わたあめ食たべてから、考かんがえよう」

「いらない！」

「そうなの？　じゃあ、ぼく食たべちゃうね」

　クークは、ゲンゲンの分ぶんのふくろも開あけて、中なかから取とりだした。
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「やっぱり、おれ、食たべる！」

　ゲンゲンが、急きゅうに立たちあがって、

　わたあめを取とろうとしたから、クークは、びっくり。

　よろっとして、にぎりしめたのは、わりばしだけ。

　わたあめは、わりばしからぬけて、

　ぽーんと、空そらに飛とんでいった。

「あーっ、おれのわたあめ～～」
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　ゲンゲンは、ゴンドラから、顔かおを出だして、

　わたあめを、くやしそうにながめた。

　空そらを、ただよいながら、ふわりふわり、飛とんでいく。

「あっ、ゲンゲン立たってる」

「あっ。おれ、立たってる」

　ゲンゲンのうれしそうな顔かお。

「あのわたあめ、どこまで行いくのかな」

　ゆっくり、ゆっくり、風かぜと遊あそびながら、

　雲くもみたいなわたあめが見みえなくなった。
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「わたしの、半はん分ぶんあげる」

「ぼくのも、半はん分ぶんあげる」

「しかたない。ぼくのもあげよう」

　ニサッタも、ひとちぎりを、ゲンゲンにわたした。

　空そらのわたあめは、とくべつな味あじがした。

　バーナーの火ひをとめて、空そらを、ゆっくりさんぽ。

　時とき々どき、ニサッタは、また、バーナーに火ひをつけて、

　下さがってきた気き球きゅうを、上うえに上あげる。

　風かぜまかせのさんぽ。

　どこへ行いくかは、風かぜが決きめる。

　みんなは、大おお空ぞらを飛とびながら、

　大おおきな景け色しきを楽たのしんだ。

　目めの前まえに、よく見みると、

　小ちいさな羽は虫むしが飛とんでいる。

「あれ、いつも見みる虫むしだよ」

「ニサッタ、こんなにちっちゃい虫むしが、

　こんな空そらの上うえまで、飛とんでくるのか？」

「そうだよ。今いま、地ち上じょう三さん百びゃくメートルくらいだけど、

　虫むしもすごいな。

　クモが飛とんでるのを見みたこともあるよ」

　ニサッタの言こと葉ばに、みんなも、びっくり。

　いつの間まにか、ゲンゲンは、

　すっかりなれて、立たっている。

「しゃぼん玉だま、飛とばそう！」

　サーハは、みんなに、しゃぼん玉だま水すいの入はいった、

　小ちいさなびんを、くばった。

　いっせいに、しゃぼん玉だまを飛とばす。

　ふわふわ、ふわふわ。

　空そらに、広ひろがっていく、しゃぼん玉だまは、

　消きえもしないで、ふわふわ、ふわふわ。
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「ああ、なんだか、とってもすてき」

　サーハの、しみじみとした言こと葉ばに、

　みんな、大おおきくうなずいた。

　時ときおり、バーナーから出でる、

　火ひの、ゴォーッという音おとがするだけ。

　あとは、なにも聞きこえない。

「あっ、ちぎれ雲ぐもがよってくるぞ」

　ニサッタが、言いったとたん、

「うわぁ！」

　みんなは、雲くもの中なかに入はいった。
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　右みぎも左ひだりも、まわり全すべてが、まっ白しろで、

　どこにいるのかも、わからない。

「なんだか、こわいね」

　クークと、サーハは、思おもわず、

　ゲンゲンにしがみついた。

「なんだよ、まったく弱よわ虫むしだな、

　だいじょうぶだぞ」

　と言いいながら、ゲンゲンは、足あしをふんばった。

「そろそろ、雲くもから出でられるぞ」

　と、ニサッタの声こえ。

　ちぎれ雲ぐもが、通とおりすぎていく。

　すみきった青あお空ぞらが出でてきた。







　　雲くもは、あまい？







　クークはおなかが、くうっとなって、

　思おもいだした。

「おべんとう、空そらの上うえで食たべるの、楽たのしみなんだ」

　クークは、父とうさんの作つくってくれた、

　サンドイッチの箱はこを取とりだした。

　箱はこのふたを開あけると、

　たくさんのサンドイッチ。

　たまごサンド。ポテトサラダサンド。

　チーズサンド。ツナサンド。カレーサンド。
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「うわぁ、すごい！」

「おいしそうだなあ」

　ニサッタも、身みをのりだしてきた。

　もうひとつの箱はこのふたを開あけると、

　また、かんせいが上あがった。

　ジャムばかりのサンドイッチ。

「父とうさんがね、

[image: ]〝にじの七なな色いろサンドイッチ〟だよって」

「きれい。なにが入はいってるの？」

「えーとね、いちごジャムでしょ。

　それから、ももジャム、りんごジャム、

　ピーナッツバター、マーマレード、

　これは、チョコ、生なまクリーム。

　あー、よかった。ぼく、全ぜん部ぶ言いえた」

　クークは、数かぞえながら言いった。

　ゲンゲンは、待まちきれずに、真まっ先さきに、

　手てをのばして、いちごジャムサンド。

[image: ]

「空そらのピクニックだわ」

　みんな、大おおよろこび。

　すいとうの中なかには、とくせいジュース。

[image: ]「〝空そら色いろジュース〟だって」

「きれいな空そら色いろ」

　ヨーグルト、ブルーベリーの果か汁じゅう、

　ぎゅうにゅう、さとうを

　まぜあわせて作つくった、あまいジュース。
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「空そらにうかんで、食たべるのは、さいこうだな」

「うん。すごくおいしい」

「ねぇ。ニサッタは、どうして、

　気き球きゅうパイロットになったの？」

「おれも、聞ききたかったんだ」

「気き球きゅうが好すきだから？」

　と、みんながきくと、

　ニサッタは、遠とおく地ち平へい線せんをながめながら言いった。

「風かぜが、おもしろいからだよ」

「風かぜ？」

「そう。気き球きゅうは、風かぜまかせなんだよ。

　風かぜの言いうとおりにしか、行いかれないんだ」
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「そっかあ」

「つまり、気き球きゅうは、

　目もく的てき地ちに行いけない乗のり物ものなんだ」

「そんなに、むずかしいの？」

「飛とびたった所ところに、下おりられるのは、

　五ご十じゅっ回かいに一いっ回かいくらいかな」

　みんな、びっくり。

　ニサッタは、バーナーに火ひをつけた。

　ゴォーッという音おと。

　気き球きゅうは、またのぼり始はじめた。

　火ひが消きえて、空そらに、しずけさがもどると、

　ニサッタは、ゆっくりと言いった。

「風かぜと、いっしょになりたくて、

　気き球きゅうにのっているのかなあ」

「かっこいいなあ」




　そのころ、ねずみの三さん兄きょう弟だいが、野の原はらで遊あそんでいた。

　一いち番ばん下したのミーミが、ふと、空そらを見み上あげると、

「あれ？　兄にいちゃん、空そらの雲くもが落おちてきたよ」

「ミーミ、空そらの雲くもは、すごく高たかい所ところにあるんだよ」

「そうだよ。こんなところに、

　ぜったい落おちてこないんだよ」
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　と、兄あにのネーネとズーズが言いいながら、

　空そらを見み上あげると、ふうわりふうわり、

　小ちいさな雲くもが、落おちてくる。

「ほんとだ。雲くもが落おちてくる」

「すごいや。つかまえよう」

　三さん兄きょう弟だいは、ふうわりふうわりの雲くもの下したで、

　じっと待まった。

　ふうわり、ふうわり。

　ふうわり、ふうわり。

　三さん兄きょう弟だいは、ようやく落おちてきた雲くもを、

　手てのひらに、そっとそっと、受うけ止とめた。
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「雲くもって、雪ゆきみたいに、やわらかいよ」

「ふわふわだよ。つぶれちゃうよ」

「おいしそう！」

　と、ミーミは言いって、思おもわず、ペロッとなめてみた。

「あまーい！」

　ネーネと、ズーズも、

　つられてペロリ。

　口くちの中なかに入いれると、

　シューッと、とけてなくなった。
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「あまい！」

「雲くもって、あまかったんだ」

「もっと、食たべたいな」

　三さん兄きょう弟だいは、じっと、空そらを見み上あげたけれど、

　もう、落おちてはこなかった。

「母かあさんと父とうさんも、きっと食たべたことないよ」

「教おしえてあげよう」

「うん」

　三さん兄きょう弟だいは、急いそいで、家いえに帰かえっていった。
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　大おお空ぞらを進すすむ気き球きゅう。

「おっ、これはいいぞ。

　みんな、風かぜの向むきが、かわったから、

　クークとゲンゲンの父とうさんが待まっている

　出しゅっ発ぱつした所ところに、もどれそうだ！」

　ニサッタの、やった！　という顔かお。

「着ちゃく地ちした後あとは、みんなで、気き球きゅうを、

　かたづけなくちゃならないからね」

「そっかあ」

「じゃあ、空そらに花はなをまこう」

　ゲンゲンとクークとサーハは、

　地ち上じょうに少すこし近ちかくなってから、

　花はなをちらすことにした。

　花はなびらのふくろをかかえて、じゅんび。

　ちょうど、クークの家いえが見みえてきた。

　レストランの庭にわに見みえる、

　クークの母かあさん。

　ゲンゲンの母かあさんもいた。

「母かあさんたちに、とどくといいな」

　いっせいに、花はなの雨あめ。

　おどるように、花はなの雨あめ。

　みんなが、見みとれる中なか、

　地ち上じょうの母かあさんたちは、

　空そらを見み上あげていた。

　両りょう手てを広ひろげて、

　花はなの雨あめを、受うけとめようとしている。
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「母かあさんたち、びっくりしてるね」

「きっと、よろこんでるわ」

「あっ、母かあちゃんたち、手てふってるぞ」

　しずかな風かぜが、花はなを地ち上じょうへつれていく。

　右みぎへ左ひだりへ、より道みちしながら、

　ただよって、土つちにかえっていく。

　クークたちは、花はなの雨あめを、ずっと見みつめた。

　気き球きゅうは、ぐんぐんと、地ち上じょうに近ちかづく。

　森もりの木き々ぎの先さきっぽを見みながら、

　野の原はらにすべるように近ちかづいていく。
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「着ちゃく地ちは、ゆれるぞ。つかまれ！」

　ニサッタの声こえに、

　みんな、きんちょうした。

　ゲンゲンは、どきどきして、

　ゴンドラにしがみついた。

「着つくぞ！」

　ニサッタの声こえが、したとたん、

　ゴンドラは、ぐらっと、ゆれた。

「うわあっ」

　ゲンゲンのさけび声ごえ。

「ぶじ、着ちゃく地ちだよ」

「やったあ！」

　みんな、手てをたたいて、

　あふれるばかりのえがお。
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　ひとつのぼうけんを、やりおえたような、

　すがすがしい顔かおをしていた。

「おかえり！」

「ニサッタ、ありがとう」

　クークの父とうさんと、ゲンゲンの父とうさんがむかえてくれた。
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　　先さきっぽの、ぼくたち







　フクロウの森もりは、今日きょうも、にぎやかな鳥とりの声こえ。

　木き々ぎの間あいだから見みえる赤あかい屋や根ねと、時ときおり回まわるプロペラ。
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　みんなで作つくった、三さん本ぼんの木きの上うえに立たつ

　ツリーハウス『空そらの家いえ』だ。

　中なかでは、サーハが本ほんを読よんでいた。

　となりで、クークは、うとうと、うとうと。

　その時とき、

「おーい、たいへんだ！」

　と、下したからゲンゲンの声こえ。

　びっくりして、クークは目めがさめた。

　ゲンゲンは、ものすごいスピードで、

　はしごをかけ上あがってきた。

　登のぼりきったゲンゲンの、ひきつった顔かお。
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「どうしたの？」

「あのな、いいか。ぜったいに、びっくりするな」

「う、うん」

「びっくりしないわ」

「お、おれ。昨日きのうの夜よる、

　父とうちゃんと母かあちゃんの話はなし、聞きいてしまったんだ」

「うん、うん」

「そしたら、おれな、おれな……」
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　ゲンゲンは、今いまにも、泣なきだしそう。

「気き球きゅうにのった時とき、おれ、こわかっただろ。

　それを、父とうちゃんは、母かあちゃんに言いったんだ」

「うん、うん」

「そしたら、母かあちゃんが、

　ゲンゲンは、わたしににてないって言いうんだ。

　父とうちゃんも、おれににてないって言いうんだ」

「うん、うん」

「そしてな、ゲンゲンは、だれに、

　にたのかしらって、わらってるんだ」

「うん、うん」

「つまりな、おれは、父とうちゃんと母かあちゃんに、

　にてないってことだ。

　おい、クーク、それは、どういうことかわかるか？」

「ぜんぜん、わかんない」

「わかんないヤツだな。

　つまり、おれの父とうちゃんと母かあちゃんは、

　他ほかにいるってことだ！」
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「えーっ！」

　鳥とりも、びっくりするような、クークの大おおきな声こえ。

　サーハは、おなかをかかえて、わらいだした。
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「そんなことで、決きめちゃうの？」

「そんなことって、なんだよ！」

　ゲンゲンは、むっとした。

　クークもさいしょは、どきっとしたけれど、

　サーハのわらい声ごえで、安あん心しんした。

「ゲンゲンが気きがつかないところで、

　親おや子こで、にてるところはあるかもよ。

　それにね、おじいちゃんや、おばあちゃんに、

　にてるかもしれないのよ」

「えっ、そっかあ？」

　ゲンゲンは、まどから空そらを見み上あげながら考かんがえた。

「そういえば、じいちゃんは、

　すごくかっこよかった。

　おれは、じいちゃんに、にたのかもなあ」
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「こわがったことは、だれににたの？」

　クークが、聞きくと、

「そんなことは、たいしたことじゃないのさ」

　と、ゲンゲンは、すっかり元げん気き。

「わたしの父とうさんの、父とうさんの、父とうさんとか、

　母かあさんの、母かあさんの、母かあさんとか、考かんがえたらね、

　ずっとずっと、むかしから、つながってきてるでしょ。

　その、つながってきた先さきっぽに、

　今いま、わたしたちがいるの。

　そう思おもったら、なんだか、おもしろいわ」
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「ほんとだ。ぼくも、先さきっぽにいるんだ」

「おれも、先さきっぽだ。あれ？

　おれに、こどもができたら、

　そのこどもが、先さきっぽになるのか？」

「そうだけど、ずっとずっと先さきのことすぎるわ」

「へへっ、そうだな」




　夕ゆうやけにそまりながら、家いえに帰かえると、

　[image: ]母かあさんが、すしめしを作つくっていた。

　クークは、さっそく、うちわであおぐお手て伝つだい。

　母かあさんは、シソの葉はと、しょうがと、のりを、

　全ぜん部ぶ、せん切ぎりにして、

　さっさっと、すしめしにまぜた。

　さいころの形かたちに切きった、たまごやきと、

　きゅうりと、シイタケと、

　おさしみを、すしめしの上うえにのせて、

　いくらをちらした。
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「母かあさん、すごくごうかだね」

「色いろが、きれいでしょ。

　さいころの形かたちに、みんな切きったから、

〝さいころずし〟よ」

　テーブルのまん中なかには、

　大おおきなすしおけに、さいころずし。

　おすいものと、ほうれんそうのおひたし。

　父とうさんが作つくった、たくさんのさつまあげ。
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「ぼく、おなかすきすぎて、ふらふら」

　みんな、もりもり食たべる。

「今日きょうのデザートは、新あたらしいはちみつを使つかいたいなあ」

　父とうさんが、うれしそうに考かんがえている。

　ごはんを食たべおわると、父とうさんは、

　[image: ]食しょくパンの耳みみを切きりはじめた。

　トースターでやくと、バターをぬって、

　その上うえから、新あたらしいはちみつを、

　たっぷりとぬった。
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　そのパンを、ぽんぽんぽんと重かさねて、

　まん中なかに、アイスクリームをのせた。

　まわりは、生なまクリームでかざる。

「ケーキみたいだね」

「〝トーストのミルフィーユ〟だよ」

　母かあさんは、はちみつ・しょうがティーを作つくった。

　トーストのミルフィーユを食たべおわると、

　父とうさんは、さっき切きった食しょくパンの耳みみを、

　お皿さらにのせて、持もってきた。

「わっ。ぼく、パンの耳みみ、大だい好すき！」
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　一いっ本ぽん一いっ本ぽんに、たっぷりの、

　はちみつをつけて食たべる。

「おいしいね」

「はちみついっぱいのデザートだね」




　その夜よ。

　クークは、ベッドに入はいると、

「ねえ、母かあさん。ぼくは、父とうさんと母かあさんに、どこかにてる？」

「父とうさんの小ちいさい時ときに、そっくりよ」

「ふーん。親おや子こはかならず、どこかにるの？」

「そんなことはないと思おもうけど。

　いっしょに住すんでいると、

　だんだんにてくることもあるわねえ」
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「だんだん？」

「そう、だんだん」

「だん……だん……」

　クークの、ねいきが聞きこえた。







　　木きの気き持もち







　クークと、サーハと、ゲンゲンが、フクロウの森もりへ行いくと、

　一いっ本ぽんのミズナラの木きの前まえで、ニサッタがすわりこんでいた。
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「ニサッタ、なにしてるの？」

「木きを見みている。

　いっしょに、やってみるかい？」

「ただ、見みるだけ？」

「この一いっ本ぽんの木きに、いしきを集しゅう中ちゅうするんだ」

「どういうこと？」

「この木きのことだけ、考かんがえるということさ」

「この木きになってみるのね」

「そう。もし、ちがうことを考かんがえてしまったら、

　そこでおしまい。

　どのくらい、木きになっていられるかな」

「なあんだ、かんたん！」

　ゲンゲンは、木きの近ちかくにすわりこんだ。

　みんなも、木きのまわりに、すわりこんだ。
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　しーんとなる。

　クークは、木きの毎まい日にちを思おもった。

　心こころの中なかで、木きに話はなしかけていた。
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　──ねぇ、毎まい日にち動うごかないで、じっとしてるけど、

　風かぜがふくと、風かぜと話はなしをするのかな。

　雨あめがふると、雨あめと話はなしをするのかな。

　あの枝えだが、すごーくのびてる。

　空そらに近ちかづきたかったのかな。

　まだまだ、のびるの？

　葉はっぱが、たくさん。

　一いちまいの葉はっぱが生うまれる時ときって、

　くすぐったいのかな。

　もぞもぞってするのかな。

　木きのみきは、かゆくなったり、

　いたくなったりした時ときは、がまんするのかな。

　枝えだが、ぽきっておれたら、かなしくなるのかな。

　でも、お日ひさまがなぐさめてくれるよね。

　あっ、鳥とりが来きた。

　おしゃべりしてるんでしょ──
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　木きと向むかいあって、話はなしかけているうちに、

　クークは、木きといっしょになったような気きがしてきた。

　木こもれ日びが作つくった光ひかりとかげが、

　木きをよけいに、きれいに見みせてくれたし、

　木きがたくさんのことを感かんじているように思おもえた。

　だんだん、うれしくなってきた。

　しばらくして、ニサッタが声こえをかけた。

「みんな、すごいなあ。

　こんなに長ながく、木きに集しゅう中ちゅうできるんだもの」

「わたし、今いままでこんな遊あそび、したことなかった。

　木きの気き持もちってあるのね」

「うん。ぼくもそう思おもう」

「おれも、思おもう」

「ぼくは、うらやましいな。

　きみたちは、森もりの中なかでくらしてるから、

　木きや花はなと、すぐ〝波は長ちょうが合あわせられる〟んだなあ」
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「ハチョー？」

　ゲンゲンが聞きいた。

「きっとさ、ぼくたちが、すぐ木きになれちゃうってこと？」

「そうだよ。とくに、大人おとなになると、

　なかなかこうはいかないさ。

　すぐ、ちがうことを考かんがえてしまう」

「大人おとなは、いそがしいから？」

　と、クーク。

「大人おとなは、心こころの荷に物もつが、いろいろあってね」

「心こころの荷に物もつって、どんな荷に物もつ？」

「そうだな。すごく気きになってることとか、

　こまっていることとか、まよっていることとか」
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「ニサッタも、荷に物もつあるの？」

「少すこしはあるさ」

「えっ、それ持もってきたのか？」

　ゲンゲンが、目めを丸まるくして聞きいた。

「いいや。こんないい所ところへ来くるんだもの、

　全ぜん部ぶ、おいてきたよ。毎まい日にち、この森もりの中なかで、

　なにもかもわすれて、木きや草くさを見みる。

　この自し然ぜんに、ぼくの心こころを開ひらく。

　すると、自し然ぜんを感かんじる。波は長ちょうが合あってくる」

「うーん、なんだか、むずかしいなあ」

　ゲンゲンが、頭あたまをかかえた。
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「だけどね、それは、ゲンゲンたちが、

　気きづかずに、いつもやっていることだと思おもうな」

「そうなの？」

「そうだよ。ぼくは、ゲンゲンや、クークや、サーハと、

　思おもいきり遊あそんでいるだろう？

　これも、ぼくにとっては、すごいことなんだ。

　それで、力ちからがわいてきたしね」

「ぼくたち、役やくにたったの？」

「そうさ。かんしゃしてるよ」

「遊あそぶのを、かんしゃされるって、ふしぎな気き持もち」

　と、サーハは、くすっとわらう。

「ニサッタは、どうして、

　カメラマンになったの？」

　クークは、前まえから、聞きいてみたかった。

　サーハも、ゲンゲンも、うなずいた。
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「ある時とき、気きがついたんだ。

　自し然ぜんは、ぼくのまわりに、あるんじゃなくて、

　ぼくは、自し然ぜんの一いち部ぶなんだって」

「ほうっ！」

　みんなの声こえが、思おもわずそろった。

「あはは。そうしたら、すごくありがたくなって、

　むしょうに、写しゃ真しんをとりたくなった。

　だから、写しゃ真しんをとる前まえに、

　ぼくは、歩あるいたり、見みたり、

　すわりこんだりしていただろう。

　波は長ちょうを合あわせていたんだ。

　つまり、ぼくが自し然ぜんの一いち部ぶだって、

　感かんじてから、一いちまいの写しゃ真しんをとるんだ。

　これが、ぼくのやり方かたさ」
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「ほうっ！」

　ゲンゲンとクークとサーハの声こえ。

　それからは、また、ニサッタのまねをした。

　花はなを見みつめて、木きを見みつめて、

　両りょう手てで、四し角かくいまどを作つくって、

　カシャッと、カメラのシャッターをおすまね。
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「おれたち、カメラマン」

　カシャ、カシャッ。

　カシャ、カシャッ。

　ニサッタは、それを見みて、わらいだす。

「遊あそびの天てん才さいだなあ」

　いつの間まにか、夕ゆうやけが森もりをつつんでいた。

　クークのおなかが、くうっとなった。
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　[image: ]夕ゆうごはんが終おわると、父とうさんは、チョコレートを

　ぎゅうにゅうに、とかした。

「ぼくの大だい好すきな〝チョコチョコ〟だね」

　クークは、ゆっくりのんでから、

　父とうさんの大おおきなひざの上うえにのった。

「クークは、ずい分ぶんと重おもくなったなあ」

「ふふっ。もっと重おもくなるよ」

　クークは、ニサッタの言こと葉ばを思おもいだした。

「ねえ、父とうさんは、心こころの荷に物もつって、あるの？」

「まあ、むずかしいこと言いうのねぇ」

　母かあさんが、くすっとわらった。
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「うーん。あったけれど、どっかにおいてきたかな。

　いろんなところに、いっぱいおいてきてるな。

　消きえたのもあるしなあ」

　父とうさんは、わらいながら、両りょう手てを広ひろげて言いった。

「やっぱりね。大人おとなはあるんだね」

「そうだな。クークはどうだい？」

「ぼくは、なくてもいいの」

「そりゃ、よかったなあ」

　父とうさんは、うれしそうに、クークの頭あたまをなでた。




　次つぎの日ひ。

　ゲンゲンは、朝あさから、がっかりしていた。

「明日あしたの朝あさ、帰かえります」

　と、ニサッタのとつぜんの言こと葉ば。

　ゲンゲンは、その言こと葉ばをかかえて、

　クークとサーハのいるフクロウの森もりへ走はしった。
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「おーい、クーク、サーハ！

　ニサッタ、明日あした帰かえっちゃうって」

　クークも、サーハもびっくり。目めを丸まるくした。

「あんまり、いごこちよすぎて、

　このまま、ずっといたくなるから、

　帰かえるんだって。

　なんで？　いごこちよかったら、

　いればいいだろう？」
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　ゲンゲンは、ふくれっつら。

「ニサッタの気き持もち、なんとなくわかる。

　ニサッタって、ぼうけん家かだから、

　ゆっくり、のんびりはしないんだわ」

「のんびりは、いいのに」

　と、クークは、ふしぎそう。

「きっと、ときどきのんびりが、いいのよ。

　男おとこらしいわ」

「へえ。そういうのが、男おとこらしいのかあ」

　ゲンゲンは、むずかしい顔かおをした。

「かっこいいね」

「おい、クーク。

　かっこいいんじゃない。

　かっこよすぎるんだ。

　なんだよ、なんだよ」

　ゲンゲンは、まわりの草くさをけとばした。
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　　また、会あおうね







　お日ひさまが、山やまの向むこうに近ちかづいて、

　空そらが、ほんのり明あかるくなったころ、

　クークたちは、気き球きゅうが飛とびたつ野の原はらにいた。
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「ゲンゲン、リュックしょって、めずらしいね」

　クークが言いうと、

「おれは、男おとこになるんだ」

　ゲンゲンは、だれにも聞きこえないように、

　クークの耳みみもとで、ささやいた。
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　リュックを、せおうと男おとこになるのかなと、

　クークは、ふしぎに思おもったけれど、

　口くちには出ださなかった。

　クークの父とうさん、ゲンゲンの父とうさんと母かあさんは、

　ニサッタのお手て伝つだい。

　球きゅう皮ひに、せんぷうきで、風かぜを送おくり、

　バーナーに火ひをつけ、中なかの空くう気きをあたためる。

　球きゅう皮ひは、ゆらりと、

　空そらに向むかって立たち上あがった。

「空そらで食たべるおやつだよ」

　クークは、ニサッタに、

　わたあめのふくろをわたした。

「空そらで遊あそぶ、しゃぼん玉だまよ」

　サーハは、しゃぼん玉だま水すいの入はいった、

　小ちいさなびんをわたした。
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「それから、みんなで書かいた、お手て紙がみよ」

「ありがとう」

　心こころのこもった、ニサッタの声こえ。

　バーナーの火ひが、

　ゴォーッと、音おとを出だす。

「来きた時ときは、びっくりしたけれど、

　あっという間まに、時ときは、すぎたなあ。

　帰かえる時ときは、さびしいもんだ」

　ゲンゲンの父とうさんは、しんみりつぶやいた。

「いろいろ、ありがとうございました」

　たくさんのかんしゃの言こと葉ばをひとつにした、

　ニサッタらしい、あいさつだった。

　そして、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。
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「また、急きゅうにあらわれていいわよ」

　ゲンゲンの母かあさんも、なごりおしそう。

「元げん気きでな」

「もう行いきます」

　いよいよ、おわかれだ。

　その時とき、

「あれ？　ゲンゲンがいない」

　みんな、気きがついて、

　あたりを見みまわしている間あいだに、

　気き球きゅうは、音おともなく、すっと上あがりはじめた。
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「あーっ」

　というニサッタの声こえ。

　下したから、見み上あげると、

　ゴンドラから、ゲンゲンの耳みみが、ちらり！

　ゲンゲンをのせたまま、気き球きゅうは、どんどん上あがっていく。

「ゲンゲンを、ほうり出だしてくれ！」

　とっさの、ゲンゲンの父とうさんの声こえ。

「わかった！」

　ニサッタは、すばやく、

　ゲンゲンをつかまえ、

　ゴンドラの外そとに、

　ぽんと、ほうり出だした。
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「あぁ～～～」

　空くう中ちゅうを、飛とぶように落おちていくゲンゲン。

　ゲンゲンの父とうさんが、受うけとめようと、

　待まちかまえた時とき、ぬっと、あらわれて、

　しっかりとうでをあげた、クークの父とうさん。

　すぽっ。

　太ふとくたくましい両りょううでに、

　ゲンゲンが受うけとめられた。
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　わぁーと、みんな、大だいはくしゅ。

　空そらの上うえでも、ニサッタは、

　ほっとして、手てをふっている。

　気き球きゅうは、ぐんぐんと、空そらに向むかう。

　小ちいさくなって、小ちいさくなって、

　それでも、ゴンドラから、

　手てをふっているニサッタが見みえる。

　やがて、それも見みえなくなった。

「ぷっちんって、

　空そらの点てんになっちゃった」

　クークが、つぶやいた。




　さあ、それからがたいへん。

　ゲンゲンの母かあさんが、

「わたしが、おこる！」

　と言いって、ゲンゲンをすわらせ、

　せっきょうが始はじまった。
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　小ちいさく丸まるまったゲンゲンは、

　もっともっと小ちいさくなった。

「さっき、ゲンゲンは、男おとこになるって言いってた」

　クークが思おもいだして言いうと、

「そっか。ニサッタに、あこがれたんだなあ」

「気き持もちは、わかるわ」

　と、言いいながら、みんなは、

　ゲンゲンを、見み守まもるように、見みつめた。
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　ゲンゲンの母かあさんは、

　さんざん、おこってから、

　ゲンゲンを、ぐっと見みつめた。

　そして、ぎゅっと、だきしめた。

「ぶじで、よかった。父とうちゃんが、ほうり出だせって言いったから、

　母かあちゃん、生いきた心ここ地ちがしなかったよ」
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「母かあちゃん、ごめんよーっ」




　そのころ、雲くもの上うえでは、

　風かぜもなく、ゆったりとした飛ひ行こう。

　ニサッタは、わたあめを、

　ひとつまみ、口くちに入いれた。

「あまい……」

　森もりでの毎まい日にちが思おもいだされ、手て紙がみを開あけた。
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　ニサッタは、ふっと、わらった。

「あったかいな……」

　しゃぼん玉だまをふうっと、ふいてみた。
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　ひとつ……ふたつ……、

　しゃぼん玉だまが空そらをただよう。




　その日ひの午ご後ご。

　フクロウの森もりの木き々ぎのすき間まから、

　光ひかりのおびが、さしこんでいた。

　クークと、サーハと、ゲンゲンは、

　遊あそんでいるわけでもなく、

　ただ、なんとなく歩あるいたり、立たちどまったり。

　ゲンゲンが、うでを、こしにあて、

　前まえ足あしを一いっ歩ぽ出だして言いう。

「ぼくが、自し然ぜんの一いち部ぶなのだ」
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「うわっ、ニサッタそっくり」

「うま──い」

　クークもサーハも、大おおよろこび。

「おれにも、新あたらしい才さい能のうがめばえたか」

　ゲンゲンは、とくいになって、

　ニサッタのまねをする。

「ニサッタみたいなお兄にいさん、ほしいわ」

「ぼくも、お兄にいさんほしいなあ」

　サーハも、クークも、自じ分ぶんの兄にいさんをそうぞうした。

「だろう？　ニサッタは、おれのいとこで、

　アニキみたいなもんだからな。あれ？

　と、いうことは、おれは、ニサッタににてるかもしれない」

「そうかなあ」

「ぜんぜんにてないと思おもうけど」

「サーハやクークには、わかんない！」

　クークは、ごろんとねころがって、ぐーんと、のびをした。

　サーハもゲンゲンも大だいの字じになって、ねころんだ。

　真まっ青さおな空そらには、ふんわり、雲くも。

「わたしたち、あの空そらにいたのよね」

「うん。あの空そらで、ピクニックした」

「あの空そらを飛とんだ」

「地ち球きゅうを見みおろした」

「よかったわ」

「おれも、さいこうによかった」

　いつまでも、空そらを見みながら、

　おしゃべりが、つづいた。

　フクロウの森もりには、やさしい風かぜがふいていた。
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[image: クークと父さんの料理の作り方]
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